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松江海洋センター及び秋鹿なぎさ公園指定管理者募集要項 

（令和７年度公募用） 

 

  本募集要項により、以下のとおり松江海洋センター及び秋鹿なぎさ公園の指定管理者を募集し

ます。 

 

１ 施設の概要 

ア（1）施設の名称 松江海洋センター 

（2）所在地   松江市西浜佐陀町1012番地 

（3）開設時期  第1体育館 昭和56年3月 

第2体育館 昭和57年6月 

（4）規模    敷地面積  19,641㎡ 

延床面積  1,884㎡ 

舟艇（水面）約90,000㎡  

艇庫    266㎡ 

（5）構造    体育館ほか  鉄骨造り 

         スポーツ広場 グラウンド100ｍ×100ｍ（土グラウンド） 

         艇庫     鉄骨造り 

         屋外トイレ  木造 

（6）施設内容  第一体育館 ・第二体育館・スポーツ広場・駐車場 

現在、行政財産使用許可をしている部分：自動販売機4台 

※施設利用及び収支等の状況は別紙1に記載 

（7）設置目的  スポーツの振興及び文化の向上を図るための集会等の用に供し、もって市民の

心身の健全な発達に寄与することを目的として設置するもの 

 

イ（1）施設の名称 道の駅 秋鹿なぎさ公園 

（2）所在地   松江市岡本町1048番地１ 

（3）開設時期  平成11年4月 

（4）規模    敷地面積 4,097㎡ 

延床面積 1,168㎡ 

（5）構造    鉄骨造 地上2階 

（6）施設内容  管理棟・研修室・炊事棟・艇庫・展望デッキ・芝生広場・駐車場 

現在、行政財産使用許可をしている部分： 

○1回情報コーナー（道の駅・1.279㎡） 

○2階テナント（レストラン・168㎡） 

○テナント事業者が設置している自動販売機が2台あります。 

○炊事棟前広場（EV充電器・19.462㎡） 

※施設利用及び収支等の状況は別紙1に記載 

（7）設置目的  スポーツの振興及び文化の向上を図るための集会等の用に供し、もって市民の

心身の健全な発達に寄与することを目的として設置するもの 

 

２ 指定期間 

令和8年4月1日から令和13年3月31日まで（5年間） 

ただし、地方自治法（昭和22年法律第67号。）第244条の2第11項の規定に基づき、当該公

の施設の管理の適正を期するために市が行う指示に指定管理者が従わない場合、その他当該指
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定管理者による管理を継続することが適当でないと認めるときは、指定を取り消し、又は期間

を定めて管理の業務の全部又は一部の停止を命ずる場合があります。 

 

 

３ 問合せ先 

住  所 〒690‐8540 松江市末次町86番地 

担当部局 松江市文化スポーツ部スポーツ施設課 

電話番号 0852-55-5337 

ＦＡＸ  0852-55-5565 

電子メール s-shisetsu@city.matsue.lg.jp 

 

 

４ 募集日程 

（1）申請書の提出期間  令和7年6月13日（金）～8月1日（金） 

（2）仕様書等の配布期間 令和7年6月13日（金）～8月1日（金） 

（3）現地説明会     令和7年6月26日（木） 

（4）質問の受付     令和7年6月13日（金）～7月11日（金） 

（5）選定審議会     令和7年8月～9月（正式な日程は別途連絡します。） 

（6）指定管理者候補者の選定  選定審議会後2週間程度 

（7）申請の資格等    令和7年10月中旬（新たに法人等を設立する場合） 

（8）指定管理者の指定  令和7年11月議会（予定） 

 

 

５ 業務の範囲 

業務の範囲、管理の基準等は別紙仕様書のとおり 

 

 

６ 指定管理業務に関する経費等 

松江海洋センター及び秋鹿なぎさ公園の管理経費は、利用料金収入（地方自治法第244条の

2第8項に規定する利用料金制度を採用）及び指定管理料で賄うこととします。 

（1）松江市は、松江海洋センター及び秋鹿なぎさ公園の管理に必要な経費として、一定額の

指定管理料を毎年度予算の範囲内で支払います。この指定管理料の金額については、収支

予算書の提出によって申請者からの提案を受けます。ただし、年間指定管理料は下記の支

出見込額から収入見込額を差し引いた額を上限とします。指定管理者に決定した場合、提

出された収支予算書の提案額及び年度ごとに提出される年度事業計画書に基づき松江市と

指定管理者との間で締結する協定書で定めた額を支払うものとします。また、指定管理料

は分割支払とすることとし、分割方法や支払時期についても協定書で定めます。 

 

支出見込額    58,212千円 

（内訳） 

項 目 内  容 金額（千円） 

人件費 職員及びアルバイト賃金、保険料等 32,422 

光熱水費 電気料金、上下水道料金、ガス 8,200 

燃料費 灯油 20 

業務委託費 電気工作物保安管理、消防設備点検、機械警備等 7,500 

車両費 車両費 875 

修繕費 小規模修繕費（1件につき20万円未満） 1,236 
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事務費 消耗品、事務用品、リース、通信費 2,637 

事務管理費 保険料、手数料 398 

租税公課 支払消費税等 3,197 

その他 広告宣伝費、旅費、研修費、諸会費等 1,727 

計  58,212 

 

収入見込額    5,847千円 

（内訳） 

項 目 内  容 金額（千円） 

利用料金 松江海洋センター利用料・秋鹿なぎさ公園利用料 5,847 

計  5,847 

 

年間指定管理料  52,365千円（消費税及び地方消費税を含みます。） 

（2）松江市は指定管理料として協定書で定めた金額を、協定書で定めた分割方法及び支払時

期により、指定管理者の請求に基づいて支払います。 

（3）松江市が指定管理者に支払う指定管理料のうち、「修繕費」は年度末に精算します。修繕

費の精算は、原則として松江市が仕様書の支出見込額で提示した修繕費の額に対する不用

額の精算とし、不足額の精算は行いません。 

（4）指定期間中、「人件費」の積算基準額を松江市が改定した場合は、松江市と指定管理者と

の協議の上、指定管理料を改定します。 

（5）指定期間中、関係法令等の改正に伴って収入及び支出が増減する場合は、松江市と指定

管理者との協議により指定管理料を改定します。 

また、松江市が条例及び規則で定める利用料金の基準額を改定した場合においても、両者

協議の上、指定管理料を改定します。 

（6）上記⑴により提出された収支予算書の指定管理料提案額が、年間指定管理料を下回って

いる場合、上記⑷～⑸による増加額又は減少額は次の算定式により算出するものとする。 

   （A）上記⑷～⑸により算出される指定管理料 

   （B）年間指定管理料（上限額） 

   （C）提出された収支予算書の指定管理料提案額 

     【算定式】[(A) － (B)] × (C) ÷ (B) 

（7）指定管理者は、自主事業により収入を得た場合、その収入を自らに帰属させることがで

きます。なお、自主事業の実施にはあらかじめ松江市との協議が必要です。また、自主事

業を実施する場合には、条例・規則等に規定する施設の利用料金等を支払う必要がありま

す。 

 

７ 施設利用及び収支等の状況（利用者数、決算その他運営状況） 

別紙1のとおり 

 

８ 申請の資格等 

この募集要項により申請をしようとする団体は、以下の資格要件の全てを満たしている必要が

あります。 

（1）団体であること。（法人格の有無は問わない。） 

（2）地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167 条の4に規定するものに該当しない

ものであること。 

（3）会社更生法（平成14年法律第154号）、民事再生法（平成11年法律第225号）等の規定

に基づき更生又は再生手続をしていないものであること。 

（4）松江市が行う建設工事等の請負又は物品の製造の請負、売買等の指名競争入札について
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指名保留又は指名停止措置を受けていないものであること。 

（5）松江市税、消費税及び地方消費税について滞納がないものであること。ただし、申請時

点で松江市内に営業所等を置かない団体については、申請者の所在する市町村民税につい

て滞納がないものであること。 

（6）暴力団又はその構成員（暴力団の構成団体の構成員を含む。）若しくは暴力団の構成員

でなくなった日から5年を経過しない者の統制の下にない団体であること。 

（7）指定管理者の責に帰すべき事由により、2年以内に本市又は他の地方公共団体から指定の

取消しを受けたものでないこと。 

（8）労働基準法等の労働関係法令の違反により公訴、送検又は命令等の行政処分（是正勧告

等の行政指導を除く。）を2年以内に受けていないこと。 

(9) 自らが主体となって指定管理業務を行う予定であること。 

  ※「５ 業務の範囲」に掲げる指定管理者の業務の全てを他の者に委託してはならない。 

  ※主体となって指定管理業務を行う予定のない持株会社（私的独占の禁止及び公正取引の

確保に関する法律（昭和22年法律第54号）第9条第4項第1号に規定するものをいう。）、

組合（民法（明治 29 年法律第 89 号）第 667 条に規定するものをいう。）、有限責任事

業組合（有限責任事業組合契約に関する法律（平成 17 年法律第 40 号）第 2条に規定す

るものをいう。）及びこれらに類するものが申請しようとする場合には、主体となって

指定管理業務を行う予定の子会社又は組合契約の当事者等とグループを構成すること。 

(10) 消費税の適格請求書等保存方式（インボイス制度）に係る対応が適切に行えるものであ

ること。 

（留意事項） 

※ 複数の法人等で構成される団体（以下「グループ」という。）で申請される場合は以下の

点に留意してください。 

 ○ グループの構成団体は、いずれの団体も、上記の資格要件の全てを満たしている必要が

あります。ただし、(10)については、グループとして適切な対応が行える場合は、その限

りではありません。 

○ グループの適切な名称を設定し、代表となる法人等を選定してください。なお、申請後

の代表団体及び構成団体の変更は原則として認めません。 

○ グループの概要がわかる書類（グループの名称及び代表団体、構成団体の名称、所在地、

連絡先、業務及びリスク分担内容、グループに係る協定書等）を添付してください。 

○ 当該グループの構成団体は、別のグループの構成団体となる又は単独で申請することは

できません。 

○ 指定管理者指定申請書（様式第 1 号）、松江海洋センター及び秋鹿なぎさ公園の管理運

営に関する事業計画書（別添1）及び収支予算書（別添2）以外の添付書類については、構

成団体ごとに提出してください。 

※ 松江海洋センター及び秋鹿なぎさ公園の管理のために新たに法人等を設立する場合には、

その法人等の予定名称で、法人等設立予定の任意団体として申請してください。なお、この

場合10月中旬までに、登記事項証明書又は法務局登記官の受領書を提出してください。 

  ※ グループに係る協定書等については、申請時は未締結であっても差し支えありませんが、

指定管理者の候補者となった場合には締結済の協定書等の提出を求めます。 

 

 

９ 申請の手続 

この要項により指定管理者の指定を受けようとするものは、次に掲げる書類を提出期間内に提

出してください。 

（1）指定管理者指定申請書（様式第1号） 

（2）松江海洋センター及び秋鹿なぎさ公園の管理運営に関する事業計画書（別添1） 

本要項の別紙2（指定管理者選定審査基準）に記載している「具体的な審査項目」につい
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ては、事業計画書にもれなく記載してください。 

（3）松江海洋センター及び秋鹿なぎさ公園の管理運営に関する収支予算書（別添2） 

① 指定期間各年度分及び指定期間を通じての収支予算書を作成してください。 

② 修繕費については、松江市が仕様書の支出見込額で提示した修繕費の額とし、その

額を記載してください。 

③ 消費税及び地方消費税の税率は、この申請においては指定期間の全てにわたって現

行の10％で計算してください。（経過措置、軽減税率に該当するものは該当する税率で

計算すること。） 

④ 自主事業を実施する場合は、自主事業に関する収支予算書を別個に作成し、提出し

てください。 

（4）団体の概要書類 

① 定款又は寄付行為（法人以外の団体にあっては会則等） 

② 役員の名簿及び履歴書（役員の氏名、フリガナ、住所、生年月日を記載し、職歴が

わかる程度のもの） 

③ 当該団体の概要、過去 3 年間の事業報告書、収支計算書、貸借対照表、財産目録又

はこれらに準ずる書類（新規設立団体の場合は不要） 

④ 申請書を提出する日の属する事業年度における団体に関する事業計画書及び収支予

算書 

（5）その他証明等書類 

① 法人の登記事項証明書 

② 松江市税について、滞納（納期限が到来していないものを除く。）がない旨の証明書 

※ 法人に係る証明書発行の申請の際には、法人名の委任状が必要となりますので事前

にホームページ等でご確認ください。 

③ 消費税及び地方消費税について、滞納（納期限が到来していないものを除く。）がな

い旨の証明書 

④ 申請の資格を満たしている旨の誓約書（別添3） 

⑤ 防火管理者の資格を有していることが分かるもの。（2名以上） 

⑥ 1級又は2級の小型船舶操縦士の資格を有していることが分かるもの（4名以上） 

⑦ B&G海洋性レクリエーション指導員の資格を有していることが分かるもの（センター

インストラクター又はアドバンスインストラクター1名以上、インストラクター又は

リーダー6 名以上）。ただし、資格取得予定者を含めて人員数を確保する場合は、そ

の旨分かるように明示し、資格取得後にその証をすみやかに提示すること。 

（6）提出部数 

① 上記（1）～（4）の書類： 電子データ（PDF）及び紙媒体5部 

② 上記（5）の書類： 正本1部及び電子データ（PDF） 

※ 原本が紙の書類についてもスキャナー（300dpi）で電子化して添付すること。 

（7）提出場所 

   「３ 問合せ先」に記載する場所 

（8）提出方法 

持参、郵送又は電子申請（https://s-kantan.jp/city-matsue-shimane-u/） 

※電子申請の場合も上記（6）のうち①紙媒体5部②正本1部を持参又は郵送で提出が必

要です。 

（9）提出期間 

令和7年6月13日（金）から令和7年8月1日（金）午後5時15分まで    

郵送の場合は書留とし、同時刻までの必着とします。 

(10) 申請に当たっての留意事項 

① 提出された書類は、返却しません。 

② 提出された書類の内容を変更することはできません（軽微な修正は除きます。）。 
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③ 申請書類の記載内容の誤り、漏れ等により、書類提出後に資料追加を求める 

場合があります。この場合の提出資料は原則参考として扱い、申請書類の修正 

としては扱いません。 

④ 申請に係る経費は、すべて申請者の負担とします。 

⑤ 提出された書類は情報公開の請求により開示することがあります。 

⑥ 提出された書類の一部については申請の資格を確認するための資料として関係機関

に提供する場合があります。 

⑦ 紙媒体の申請書類に過大なファイル等の表紙を用いないこと。製本する場合は、ホ

ッチキス、綴り紐などを用いできる限り簡素にすること。 

 

 

１０ 仕様書等の配布 

＜松江市ホームページ－産業・ビジネス－指定管理者制度－指定管理者公募のお知らせ＞から

ダウンロードしてください。（松江市ホームページ https://www.city.matsue.lg.jp/） 

 

 

１１ 現地説明会 

現地説明会は次のとおり開催します。 

（1）開催日時 令和7年6月26日（木）13時30分から15時30分まで 

（2）開催場所 松江海洋センター及び秋鹿なぎさ公園フロア 

※ 現地説明会への参加を希望される団体は、6月23日（月）までに「３ 問合せ先」に

参加希望を電話でお伝えください。 

※ 現地説明会には、本募集要項及び仕様書を持参してください。 

※ はじめに松江海洋センターで行い、その後秋鹿なぎさ公園に移動します。 

 

 

１２ 質問事項の受付 

募集要項及び仕様書の内容等に関する質問を次のとおり受け付けます。 

（1）受付期間 令和7年6月13日（金）から7月11日（金）まで 

（2）受付方法 質問票（別添4）に記入の上、FAX又は電子メールで提出してください。 

※ 質問及び回答については、松江市のホームページ上でその概要を公表します。 

 

 

１３ 指定管理者の候補者の選定の基準 

（1）審査方法 

指定管理者の候補者の選定に当たっては、松江市公の施設に係る指定管理者の指定手続き

等に関する条例（平成17年松江市条例第396号）第14条の規定に基づき設置された「松江

市公の施設指定管理者選定審議会」において、下記の点を基準とし面接審査などにより総合

的に評価して選考します。（審査基準の詳細は別紙2に記載） 

① 当該施設の運営において住民の平等な利用が確保されること。 

② 当該施設の効果を最大限に発揮するとともに効率的な管理が図られること。 

③ 当該施設の管理を安定して行う物的能力及び人的能力を有すること。 

④ 前3号に掲げるもののほか、市長等が当該施設の性質等に応じて別に定める基準。 

⑤ 別紙2（指定管理者選定審査基準）の配点合計点（加点項目を除く。）の60％（120

点）を最低基準点とします。申請者が最低基準点に満たない場合、選定審議会の総合

的な判断を踏まえ、指定管理者の候補として、適格者としない場合があります。 

（2）審査の内容 

① 応募の書類の確認 
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団体からの提出書類についてスポーツ施設課で確認します。申請資格を満たしてい

ない場合は失格となります。また、申請書類の提出漏れがある場合、提案内容が仕様

書の内容を満たしていない場合等により、適正な選定審議が困難であると市が判断し

た場合も失格となります。失格の場合、選定審議会において面接審査の対象とせず、

指定管理者の候補者に選定しません。 

② 選定審議会 

選定審議会では、提出された申請書類によるプレゼンテーション（1団体20分）を

行っていただきます。追加資料の提出は認めません。 

提案内容について総合的に審査し、指定管理者の候補者を選定します。 

③ 審査結果の通知 

審査の結果は、応募団体に郵送で通知します。 

④ 選定結果の公表 

選定審議会の選定結果については、指定議案の公表時に、次の項目を公表します。 

 ア 指定管理者候補者名及び所在地 

 イ 申請団体名 

 ウ 選定審議会における各団体の評価点数（審査項目ごとの配点及び評価点数を含

む） 

 

 

１４ 指定管理者の指定及び協定 

上記により選定した団体を指定管理者の候補者として、令和7年11月定例松江市議会に提案し

（予定）、議決されれば指定管理者として指定します。 

※ 指定管理者の指定は、地方自治法に基づく「行政処分」であり、同法に規定する「入札」

ではありません。 

議会の議決により指定管理者に指定されると、松江市公の施設に係る指定管理者の指定手続き

に関する条例に基づき当該施設の管理及び運営に関する詳細事項について協定を締結しなければ

なりません。 

指定管理者の候補者に選定された団体は、「正当な理由」なく、協定の締結を拒むこと、又は指

定を辞退することはできません。 

また、指定管理者の候補者として選定されてから議会で議決されるまでの間、又は議決されて

から指定期間開始までの間に「８ 申請の資格等」に記載する申請の資格を満たさなくなる等、

指定管理者として施設を管理することが適当でない事象が発生した場合には、指定管理者の候補

者としての選定又は指定管理者の指定を取り消す場合があります。なお、取消しの際に指定管理

者（の候補者）に損害が生じても、松江市はその賠償の責めは負いません。 

 

 

１５ 指標の設定 

（1）公の施設の目的を効果的に達成するため、指定管理者が取り組む活動の指標を下記のとおり

設定します。指定管理者は、この指標において自ら目標数値を設定し、達成できるような事業

計画を作成した上で、活動を行ってください。 

   

指標分類 指標 数値 

インプット指標 配置職員数 
6人（1級又は2級の小型船舶

操縦士4名、受付2名） 

アウトプット指標 

・松江海洋センター利用者数 

・秋鹿なぎさ公園利用者数 

・自主事業の実施数 

目標 年間30,000人以上 

目標 年間10,000人以上 

目標 8項目以上 
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アウトカム指標 

成人の週1回以上のスポーツ実

施率 

（松江市まちづくりのための

市民アンケート調査により） 

目標70％程度 

   

 

※ 「アウトプット指標」は指定管理者が行う活動そのものの結果、「アウトカム指標」は活動に

よって市民等にもたらした成果・価値（施設の設置目的にどれだけ貢献したか、市民等にど

のような影響をもたらしたか）を示します。 

（2）松江市は、指定管理者から提出される年間事業報告書及び月別事業報告書等により、指標の

達成状況等を確認します。 

 

 

１６ 指定管理者の業務実施に関する評価 

指定管理者の活動状況については、毎年度、設定した指標等に基づいて評価を行い、その結果

を松江市のホームページ等で公表します。 

 

 

１７ 調査等及び監査 

松江市は、指定管理者の管理する施設の適正を期すため、必要があると認めるときは、指定管

理者に対して、当該管理の業務又は経理の状況に関し報告を求め、実地に調査し、又は必要な指

示をすることができます。指定管理者がこれに従わない場合、松江市は指定管理者の指定を取り

消すことができます。 

また、監査委員等が松江市の事務を監査するのに必要があると認める場合、指定管理者に対し

て出頭を求め、実地に調査し、又は帳簿書類その他の記録の提出を求められる場合があります。 

 

 

１８ 指定期間満了以前の指定の取消し 

（1）松江市は指定管理者が「１７ 調査等及び監査」の指示に従わないとき、法令及び条例に

重大な違反をしたとき、その他指定管理者の責任に帰すべき理由により指定管理者による管

理を継続することができないと認めるときは、その指定を取り消し、又は期間を定めて管理

業務の全部又は一部の停止を命じることができます。 

（2）上記（1）により指定管理者の指定が取り消され、又は業務停止となった場合、指定管理者

に損害が生じても、松江市はその賠償の責めは負いません。 

（3）指定管理者から指定の取消しの申出があった場合には、取消しの可否、損害賠償等必要な

事項について双方で協議して対応を定めます。 
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別紙１ 

＜施設利用及び収支等の状況＞ 

１．利用状況 

① 利用者数（人） 

施設名 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 

海 セ 体 育 館 28,680 28,683 26,807 26,026 

海 セ 舟 艇 549 502 420 343 

海 セ 広 場 1,540 1,625 2,082 1,465 

海洋センター 計 30,769 30,810 29,309 27,834 

な ぎ さ 舟 艇 5,079 5,451 4,024 4,815 

な ぎ さ 炊 事 棟 2,037 2,113 2,770 2,284 

な ぎ さ 研 修 室 890 1,068 1,820 3,653 

な ぎ さ 公 園  計 8,006 8,632 8,614 10,752 

 

② 利用料収入（円） 

施設名 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 

海 セ 体 育 館 3,875,155 3,729,510 3,768,515 3,776,235 

海 セ 舟 艇 180,320 159,400 150,700 108,110 

海 セ 広 場 226,320 277,465 320,780 229,375 

設 備  81,995 88,090 81,370 

海洋センター 計 4,340,735 4,248,370 4,328,085 4,195,090 

な ぎ さ 舟 艇 809,720 841,790 665,450 772,270 

な ぎ さ 炊 事 棟 152,320 165,760 162,400 122,640 

な ぎ さ 研 修 室 95,710 128,585 168,750 287,315 

設 備  435,045 521,620 514,765 

な ぎ さ 公 園  計 1,490,165 1,571,180 1,518,220 1,696,990 

 

③成人の週1回以上のスポーツ実施率（％） 

 令和6年度：42.8％（松江市まちづくりのための市民アンケート調査） 

２．収支状況 
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（単位：千円） 

 科 目 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 備考 

収 

入 

指定管理料 48,220 48,220 48,220 48,220  

利用料 
（松江海洋センター） 

4,340 4,248 4,328 4,195 
 

利用料 
（秋鹿なぎさ公園） 

1,490 1,571 1,518 1,696 
 

雑入 0 0 0 710 
R6エネルギー補

助金 

収入合計 54,050 54,039 54,066 54,822  

支 

出 

人件費 35,344 35,238 33,762 32,335  

光熱水費 7,715 7,749 7,534 8,200 
電気、上下水道、

ガス 

燃料費 19 9 29 23 灯油 

業務委託費 7,468 7,548 7,795 7,190 

施設周辺整備、

機械警備、清掃

業務等 

車両費 858 674 932 1,034 車両費 

修繕費 1,027 1,212 1,695 1,008  

事務費 2,809 2,231 2,948 2,560 

消耗品、事務用

品、リース、通

信費 

事務管理費 476 365 324 425 保険料、手数料 

租税公課 2,933 2,915 2,766 2,892  

その他 1,423 1,913 1,820 1,752 

旅費、広告宣伝、

会議、図書、研

修、施設利用料、

諸会費等 

支出合計 60,072 59,854 59,605 57,419  

収支差引 -6,022 -5,815 -5,539 -2,597  

※指定管理者の自社都合で計画より経費が増していることから赤字計上となっている。 
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別紙２ 

松江海洋センター及び秋鹿なぎさ公園指定管理者選定審査基準 

① 管理運営審査基準項目（最低基準点対象項目） 

審査基準 具体的な審査項目 配点内訳 

1 

住民の平等な

利用の確保に

関して 

１－１ 平等な利用のために適切な方策がとられているか １０ 

2 

施設の効果の

最大限の発揮

及び施設の効

率的な管理に

関すること 

２－１ 事業計画の内容が施設の設置目的に沿ったものになっているか １０ 

２－２ 適切な数値目標が設定されているか １０ 

２－３ 利用促進（自主事業を含む）のための計画が練られているか １５ 

２－４ 
利用者等のニーズの把握や自らの管理運営状況をチェックするモニ

タリング体制が優れているか 
１０ 

２－５ 
利用者のサービス向上につながる優れた提案となっているか 

（キャッシュレス決済や施設のインターネット予約等を含む） 
１０ 

２－６ 

収支計画は適切かつ実現可能であるか 

（過大な収入が見込まれている、必要な経費が支出に計上されてい

ないなど、不適切な点はないか） 

１５ 

３ 

施設の管理を

安定して行う

物的能力及び

人的能力に関

すること 

３－１ 安定した運営ができる財務状況であるか １０ 

３－２ 

同類施設の運営実績があり、運営ノウハウを有しているか 

（業務委託を予定している場合、その委託の範囲は適正か。また、

施設の管理が適切に実施されるか） 

１０ 

３－３ 事業計画を実施するための適正な組織・人員配置が練られているか １０ 

３－４ 施設管理に必要な有資格者（経験者）等が確保されているか １５ 

３－５ 
業務従事者への研修等が十分に確保されているか 

（安全対策、個人情報保護等） 
１０ 

３－６ 
緊急時、災害時の対応策や利用者の安全が十分考えられており、責

任者や連絡体制が明確にされているか 
１０ 

３－７ 利用者からの苦情・要望への対応策は適切か １０ 

４ 
地域活性化へ

の貢献 

４－１ 
地元との連携や協働による事業展開など、具体的提案がなされてい

るか 
１０ 

４－２ 

市民を雇用する計画があるか 

（現在当該業務に従事している職員の継続雇用について配慮がなさ

れているか） 

１０ 

５ その他 

５－１ 関係法令、条例等を遵守するための責任体制が整えられているか １０ 

５－２ 
職員の男女共同参画やワーク・ライフ・バランスの推進について取

組がなされているか 
５ 

５－３ 

障がい者雇用及び障がい者就労施設等からの物品等の調達に対し配

慮がなされているか（障がい者雇用については、法定雇用率を満た

しているか） 

５ 

５－４ 環境に配慮した取組がなされているか  ５ 

    ２００ 
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② 経費縮減審査基準項目（加点項目）及び配点 

審査基準 具体的な審査項目 
配点 

内訳 

管理経費の縮減 指定管理料の上限額に対する経費縮減（上限額からの減額が大きいほど高得

点。ただし、加点上限は20点とする） 

算式 配点×（上限額－提案額）／（上限額－審査基準額） 

※審査基準額は、公募の状況（新規、更新）によって設定します。 

※上限額、応募団体の提案額は、指定期間の平均額とします。 

※点数の算出に伴う小数点以下は切り捨てます。 

２０ 

 

 


